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fig. 1 アルテミジア・ジェンティレスキとベルナルド・カヴァリ ノー《ガラテア》
1649年（？）、カンヴァスに油彩、148.5×203cm、ワシントン・ナショナル
ギャラリー
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［解題］









て1656年は一つの転換点であるといえる。バッティステッロ・カラッチョロ（Battistello Caracciolo / 
1578–1635）、ジュゼペ・デ・リベーラ（Jusepe de Ribera / 1591–1652）やマッシモ・スタンツィオー
ネ（Massimo Stanzione / 1585–1656）らがペスト以前のナポリ絵画を牽引した画家であるとすれば、





　伝記中では、マッシモ・スタンツィオーネとアンドレ アー・ヴァッカーロ（Andrea Vaccaro / 1604–1670）
という二人の師に導かれ、少年ベルナルドが画家として独り立ちする様子が活写されている。幼少期、版画
を通してアゴスティー ノ・カラッチ（Agostino Carracci / 1557–1602） の作品を学んだという記述や、アルテ




















fig. 4  fig. 2部分、カヴァリー ノの署名と年記（画面右下）
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